
　

四
月
二
十
三
日
、
友
部
社
会
福

祉
会
館
で
平
成
二
十
九
年
度
東
支

部
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
二
十
九
年
度
の

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提

案
さ
れ
、
執
行
部
の
原
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
選
考

委
員
会
の
推
薦
に
基
づ
き
新
役
員

体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針　

　

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
実

績
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
内
外

の
様
々
な
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域

に
密
着
し
た
支
部
社
協
と
し
て
の

き
め
細
か
な
活
動
を
目
指
す
。

一 

地
域
交
流
活
動
の
推
進

㈠�

県
立
友
部
特
別
支
援
学
校
と
の

交
流

㈡
友
部
小
学
校
と
の
交
流

㈢
児
童
の
交
通
安
全
、
防
犯
活
動

　

・
通
学
路
立
哨
活
動

　

・
青
色
防
犯
車
パ
ト
ロ
ー
ル

㈣
地
区
敬
老
会
へ
の
参
加
協
力

二  

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

事
業
へ
の
支
援

・
五
平
地
区
・
盆
踊
り
大
会　
　

・
柿
橋
地
区
・
柿
橋
総
区
運
動
会

・
南
友
部
地
区
・
ど
ん
と
焼
き

・
南
友
部
地
区
・
初
詣
の
会

・
五
平
地
区
・
ワ
ー
ホ
イ
祭
り

三  

モ
デ
ル
地
区
育
成
事
業
へ
の
支
援

・
鴻
巣
地
区
・
祇
園
祭
り

・�

南
友
部
地
区
・
子
供
み
こ
し
祭
・

花
火
大
会

・�

西
飯
田
地
区
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

四   

高
齢
者
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
支
援

㈠
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
開
催

㈡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

五 

子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援

㈠
各
子
ど
も
会
へ
の
活
動
費
助
成

㈡
子
ど
も
達
と
支
部
の
交
流
企
画

六 

女
性
部
の
活
動

㈠���

高
齢
者
福
祉
活
動

　

�

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
①
ミ
ニ
サ
ロ

ン
、
②
対
話
と
食
事
会

㈡��

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食

　

サ
ー
ビ
ス
︵
年
２
回
︶

㈢
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー

㈣
女
性
部
研
修
会

七 

広
報
委
員
会
活
動

㈠�

広
報
紙「
支
部
だ
よ
り
ひ
が
し
」

発
行
︵
年
４
回
︶

㈡
広
報
委
員
研
修
会

八 

支
部
研
修 

㈠�����

支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
と
の

交
流
研
修

㈡
友
部
公
民
館
共
催
出
前
講
座

九 

笠
間
市
防
犯
活
動
参
加

㈠��

市
防
災
連
絡
協
議
会
の
「
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

㈡�

年
末
特
別
警
戒
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
出
発
式　

十 

会
員
会
費
の
募
集

　

事
業
推
進
の
た
め
に
、
会
員
会

費
を
区
長
、
班
長
、
福
祉
推
進
員
、

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
募
集
す
る
。

平
成
二
十
九
年
度
東
支
部
役
員

　（
敬
称
略
）（
＊
は
新
任
）

支
部
長   　

＊
綿
引
隆
信

副
支
部
長　
　

鈴
木
義
雄

副
支
部
長　

＊
平
野
賢
治

副
支
部
長　

＊
友
部
由
紀
江

会
計　
　
　

＊
塩
幡
高
男

会
計　
　
　
　

橋
本
由
合
子

監
事　
　
　
　

菱
沼
征
一

監
事　
　
　
　

滝
本
洋
一

女
性
部
長 

（
兼
任
）
友
部
由
紀
江

〃
副
部
長
＊
深
澤
洋
子（
南
友
部
） 

〃
副
部
長
＊
根
本
よ
し
子（
柿
橋
）

〃
副
部
長
＊
小
松
﨑
信
子

　
　
　
　
　

 　
　
（
宮
前
・
鴻
巣
）

〃
副
部
長
＊
川
原
井
幸
江（
五
平
）

広
報
委
員
長　

西
澤
暉
雄

民
児
委
員
代
表
＊
石
坂
彰
敏

　
　
　
（
南
友
部
・
宮
前
・
鴻
巣
）

民
児
委
員
代
表
＊
海
老
澤
淳
子

　
　
　
　
　
　
　
（
五
平
・
柿
橋
）
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平 成 29 年 6 月 22 日

笠 間 市 社 協 東 支 部

広 報 委 員 会

有限会社�テクノプラン

第 1 4 4 号

「花桃」満開　柿橋地区・柿長誠一氏所有（撮影　市川惣三郎）

＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　 ＜支出の部＞
科目 Ｈ２８年決算額 Ｈ２９年予算額 科目 Ｈ２８年決算額 Ｈ２９年予算額

会員会費還元金 1,119,750� 1,120,000� 事務費 27,430� 30,000�
福祉コミュニティー助成金 50,000� 50,000� 会議費 80,300� 70,000�
広報助成金 111,975� 115,000� 組織強化費 94,400� 50,000�
繰越金 432,840� 369,563� 慶弔費 10,000� 20,000�
雑収入 75,035� 45,437� 事業費 285,942� 370,000�

女性部 493,485� 540,000�
広報委員会 229,281� 230,000�
役員研修費 39,199� 100,000�
地域活動推進費 160,000� 180,000�
予備費 0� 110,000�
繰越金 369,563� −−−−−−−−−

合計 1,789,600� 1,700,000� 合計 1,789,600� 1,700,000�

平成 28 年度収支決算報告と平成 29 年度収支予算 （単位は円）

ふうりんは
　気づけば心
　　ゆれている

友部小５年（当時）
小山　滉二

（平成２７年度笠間市文化協会・　
子ども俳句大会入選作品より）



　

こ
の
度
、
社
協
東
支
部
支
部
長

と
い
う
大
任
を
引
き
受
け
る
事
と

な
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
前
任
者
の
内
桶
さ
ん
は
、
長

年
に
わ
た
り
、
あ
り
あ
ま
る
能
力

を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
熱
意
と
努

力
を
重
ね
て
今
日
の
社
協
東
支
部

運
営
を
近
代
化
さ
れ
、
そ
の
業
績

は
誠
に
大
き
く
、
後
任
者
と
し
て

任
を
負
い
き
れ
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
受
け
た
か
ら
に

は
、
力
は
及
ば
な
い
な
が
ら
も
、

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
の
社
会
環
境
は
、
少
子
高

齢
化
が
最
大
の
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

東
支
部
で
は
、
四
月
か
ら
新
し

い
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ま
と
共
に
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

四
月
に
お
訪
ね
す
る
と
、
玄
関

先
ま
で
草
花
が
咲
き
乱
れ
、
家
の

中
は
手
芸
作
家
の
お
宅
の
様
で
し

た
。
布
の
貼
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、

縫
い
ぐ
る
み
、
フ
ェ
ル
ト
人
形
、

植
物
素
材
の
人
形
等
が
並
び
、
そ

の
中
で
も
一
際
華
や
い
だ
色
と
香

り
を
放
つ
の
は
、
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ

ン
グ
︵
石
鹸
彫
刻
︶
で
し
た
。

　

バ
ラ
や
ダ
リ
ア
等
が
刻
ま
れ
て

い
た
り
、
リ
ボ
ン
で
包
ん
だ
物
も

あ
り
、
タ
イ
の
宮
廷
料
理
の
フ

ル
ー
ツ
カ
ー
ビ
ン
グ
が
ル
ー
ツ
だ

そ
う
で
す
。
専
用
の
ナ
イ
フ
は
息

子
さ
ん
が
取
り
寄
せ
て
下
さ
る
そ

う
で
す
。

　

娘
時
代
に
洋
裁
学
校
で
学
ん
だ

技
術
で
、
和
服
や
帯
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
友
人
に
喜
ば
れ
、
さ
な
が

ら
御
自
宅
は
、
手
仕
事
好
き
な
人

達
の
サ
ロ
ン
の
様
だ
そ
う
で
す
。

　

古
里
は
信
州
の
安
曇
野
で
、
御

主
人
の
転
勤
に
伴
な
っ
て
子
育
て

を
し
な
が
ら
各
地
を
回
り
、
友
部

に
住
居
を
構
え
て
二
十
年
に
な
り

ま
す
。
移
転
先
に
馴
染
む
ま
で
の

心
細
さ
と
不
安
を
癒
し
て
く
れ
た

の
が
手
仕
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
毎
月
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

で
ポ
レ
ポ
レ
に
四
十
分
か
け
て
通

い
、
信
州
と
は
違
う
景
色
を
眺

め
、
乗
り
合
わ
せ
た
人
達
と
の
会

話
を
楽
し
み
、
教
室
で
は
若
い
人

達
か
ら
パ
ワ
ー
を
戴
き
な
が
ら
新

し
い
手
芸
を
覚
え
ら
れ
、
買
物
も

で
き
る
と
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
得
意
な
手
仕
事
を

前
向
き
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
友

人
達
と
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご
し

下
さ
い
ま
せ
。　
︵
聞
き
手
・
内
桶
︶

　

七
十
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
希
望
者
に
２
回
目
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
二
月
二
十
五
日

に
実
施
。
女
性
部
の
手
作
り
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
「
ふ
わ
シ
ャ
キ
！

お
か
ら
袋
煮
」
が
好
評
で
し
た
。

六
十
四
食
の
お
弁
当
は
女
性
部
や

民
生
委
員
等
が
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

友
部
小
学
校
東
側
の
二
ツ
池
で

越
冬
中
の
白
鳥
も
北
帰
行
が
終
わ

り
、
代
わ
り
に
南
か
ら
ツ
バ
メ
が

飛
来
し
て
、
季
節
の
変
化
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
貴
重
な
使
者
達
で
す
。

　

四
月
は
新
入
学
、
新
社
会
人

と
、
活
気
み
な
ぎ
る
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
児
童
の
登
下
校
時
間
に
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
見
守
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

広
報
「
ひ
が
し
」
に
ご
寄
稿
下

さ
い
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
委
員
一
同
は
、
よ
り
良
い

ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
で
き
ま
す
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︵
市
川
︶

　

こ
の
度
、
社
協
東
支
部
副
支
部

長
と
し
て
、
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
頂
き
な

が
ら
、
任
務
を
全
う
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
「
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
更
に

進
め
る
為
に
、
き
め
細
か
な
、
心

の
通
っ
た
活
動
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
副
支
部
長
兼
女
性
部

長
と
い
う
大
役
を
お
受
け
致
し
ま

し
た
の
で
、
微
力
な
が
ら
支
部
活

動
及
び
女
性
部
活
動
に
務
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
協
の
皆
様
、
支
部
役
員
の
皆

様
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
皆
様
、
女

性
部
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、「
高
齢
者
福
祉
活
動
や

地
域
活
動
の
推
進
」
を
基
本
目
標

に
、「
ミ
ニ
サ
ロ
ン
」、「
対
話
と

食
事
会
」
等
の
楽
し
い
行
事
を
計

画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
得
な
が
ら
活
動
を
推
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
あ
と
が
き

女性部ブロック長勢揃い
左より　深澤　洋子（南友部）、根本よし子（柿橋）、友部女性部長、

川原井　幸江（五平）、小松㟢　信子（宮前・鴻巣）

私達がお届けします

柿
橋
北
区
　
綿
引
　
隆
信

鴻
巣
二
区
　
平
野
　
賢
治

支
部
長
に
就
任
し
て

　
　
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

副
支
部
長
就
任
に

　
　
　
　
当
た
っ
て


